
都
市
の
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
の
都
市
計
画
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
都
市
計
画
は
、
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
を
展
望
し
つ
つ
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
策
定
さ
れ
る
国

土
計
画
の
下
、
持
続
可
能
な
都
市
構
造
の
構
築
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い

て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
現
行
の
ま
ち
づ
く
り
三
法
が
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
く
施
策
と
本
法
に
基
づ
く
施
策
が
的
確
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
省
庁
間

及
び
地
方
公
共
団
体
の
関
係
部
局
間
の
緊
密
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
都
市
計
画
の
策
定
や
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
組
に
当
た
り
、
地
域
住
民
の
積
極
的
か
つ
主
体
的

な
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
都
市
計
画
制
度
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
実
践
的
知
識
の
普
及
、
啓
蒙
、
教
育
等
に
努
め
る
こ

と
。ま
た
、
地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
人
材
の
育
成
、
災
害
時
の
被
害
軽
減
等
の
た
め

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。



三
、
郊
外
が
市
街
地
化
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
、
集
約
型
都
市
構
造
を
指
向
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
郊
外
居
住
者
の

生
活
利
便
性
が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

四
、
市
町
村
に
よ
る
都
市
計
画
決
定
に
当
た
っ
て
広
域
的
観
点
か
ら
の
調
整
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
都
道
府
県
知
事
の
協

議
及
び
同
意
に
際
し
て
、
計
画
策
定
市
町
村
の
主
体
的
意
思
に
適
切
に
配
慮
す
る
こ
と
。

五
、
都
道
府
県
に
よ
る
準
都
市
計
画
区
域
の
指
定
に
つ
い
て
、
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
促
す
と
と
も
に
、
優
良
農
地
の
保
全
に

、

。

資
す
る
観
点
か
ら
農
地
関
係
部
局
等
と
の
積
極
的
な
連
携
・
協
力
の
下
に

そ
の
活
用
が
十
分
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と

六
、
本
法
改
正
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
準
工
業
地
域
に
お
け
る
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

法
に
よ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
特
別
用
途
地
区
等
の
活
用
に
よ
り
、
そ
の
適
正
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

七
、
本
法
の
施
行
日
以
降
に
、
い
わ
ゆ
る
既
存
不
適
格
と
な
る
大
規
模
集
客
施
設
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
つ

つ
、
地
域
の
判
断
で
必
要
な
場
合
に
は
、
用
途
変
更
等
の
手
続
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
十
分
配
意
す
る
こ
と
。

八
、
本
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
関
連
す
る
事
業
の
進
捗
状
況
の
把
握
及
び
効
果
の
測
定
等
の
事
後
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の

結
果
に
つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


